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表紙

西多摩地域広域行政圏計画、令和8年度、西暦2026年度から令和12年度、西暦2030年度まで

表紙のデザインには、8市町村の公式キャラクターを掲載しています。

青梅市公式キャラクター、ゆめうめちゃん
福生市公式キャラクター、たっけー
羽村市公式キャラクター、はむりん
あきる野市公式キャラクター、森っこサンちゃん
瑞穂まち公式キャラクター、みずほまる
日の出まち公式キャラクター、ひのでちゃん
檜原村公式キャラクター、ひのじゃがくん
奥多摩まち公式キャラクター、わさぴー

令和8年、西暦2026年3月

西多摩地域広域行政圏協議会
青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂まち、日の出まち、檜原村、奥多摩まち
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西多摩地域広域行政圏計画の策定にあたって

西多摩地域広域行政圏協議会は、圏域市町村である青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂まち、日の出まち、檜原村、奥多摩まちの4市3町1村が、連携・協調して、その一体てきな発展を図ることを目的に、昭和58年に設立されました。以来、住民サービスの向上や福祉増進、人材育成、魅力発信など、様々な広域連携事業を展開し、西多摩地域の課題解決を図ってまいりました。
[bookmark: _Hlk238651670]近年、自治体を取り巻く社会経済情勢は大きく変化しており、今後、本格的な人口減少・しょうし高齢化の到来によって、医療や介護などの社会保障費は、ますます増大する見通しです。市区町村の行政需要が増大する一方、生産年齢人口の減少に伴う経済・産業活動の縮小によって、地方自治体の税収は減少することが予想され、これまでどおりの方法では、安定的に行政サービスを提供し続けることが困難になる可能性があります。
このような状況に的確に対応し、西多摩地域が持続的な発展を遂げるためには、これまで以上に広域的な視点による連携の取組が求められることから、この度、令和8年度から令和12年度までを計画期間とする、「西多摩地域広域行政圏計画」を策定いたしました。
本計画は、これまでの取組や成果に加え、構成市町村の取組、国や東京都　　などの施策等を踏まえた上で、西多摩地域の多様化・複雑化している様々な課題に対して、西多摩地域広域行政圏協議会としての取組を定めています。
これらの取組を具現化するために、西多摩地域の8市町村が「八人九脚」で、同じ歩調で、同じゴールに向かって検討・協議を進め、西多摩地域の将来像である、「水と緑に恵まれた自然環境を生かしながら、地域の連携に基づく新たな活力と文化を創造する圏域」の実現を目指してまいります。
結びに、本計画の策定に際し、西多摩地域広域行政圏協議会審議会をはじめ、貴重な御意見をお寄せいただきました多くの皆様に深く感謝申し上げます。

令和8年3月
西多摩地域広域行政圏協議会
会長、青梅市長、おおせまち　利明
福生市長、加藤　育男
羽村市長、橋本　ひろたか
あきる野市長、中嶋　博幸
瑞穂町長、山ざき　さかえ
日の出町長、東　とおる
檜原村長、吉本　こうじ
奥多摩町長、師岡　のぶまさ
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計画内の記載について
・本文中で特に解説が必要な語句等は、用語解説ページ（67～69ページ）を参照してください。
・施設名称については、計画期間内に、ネーミングライツの契約期間が満了する施設があるため、正式名称で記載しています。
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タイトル

Ⅰ章、西多摩8市町村のプロフィール
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青梅市のプロフィール

美しい山と渓谷に抱かれ、東京に暮らす、青梅

面積、103.31平方キロメートル
人口、128,569人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、1,244人
市制施行ねん、昭和26年
青梅市の花、ウメ
青梅市の木、スギ
青梅市の鳥、ウグイス

名前の由来
地名の起こりは諸説あるが、中でも、秋になっても青々とした実を結び続ける、こんごうじの「将門誓いの梅」に由来する説は、多くの人々に知られている。

名所・旧跡
[bookmark: _Hlk239149254]御岳さん、御岳渓谷、吉野ばい郷、かぼく園、天ねいじ、安楽じ、塩船かんのんじ、こんごうじなど

写真、日本名水百選に選ばれた、多摩川の清流美、「御岳渓谷」

福生市のプロフィール　

人を育み、夢を育む、未来につながるまち、ふっさ

面積、10.16平方キロメートル
人口、56,896人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、5,600人
市制施行ねん、昭和45年
福生市の花、ツツジ
福生市の木、モクセイ
福生市の鳥、シジュウカラ

名前の由来
「ふっさ」は北方から来る敵を防ぐ土地であり、北方を「ふさぐ」要衝の地を意味する呼びかた。「ふさぐ」は「ふたぐ」ともいい、それが「ふっさ」に変わっていったとの説がある。

名所・旧跡
福生アメリカンハウス、福生ベースサイドストリート、こみんか、旧ヤマジュウ田村家住宅、玉川上水、熊川分水、玉川上水旧ぼり跡、玉川上水開削跡など

写真、昭和26年にスタートした、福生の夏の風物詩、「福生七夕まつり」
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羽村市のプロフィール

まちに広がる 笑顔と活気、もっと！くらしやすいまち、ハむら

面積、9.90平方キロメートル
人口、53,955人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、5,450人
市制施行ねん、平成3年
羽村市の花、サクラ
羽村市の木、イチョウ
羽村市の鳥、アオバズク

名前の由来
かがん段丘地の「ハケ」がハケ村となり、羽村となったという説と、武蔵野台地の西端、中世における三田氏領のとうたんにあったため「ハシ」がハシ村となり、羽村となったという説がある。

名所・旧跡
羽村市動物公園、玉川上水取水堰、まいまいず井戸、旧下田家住宅など

写真、関東最大級の約35万本ものチューリップが咲き誇る、「チューリップばたけ」

あきる野市のプロフィール　

豊かな自然と人々の絆につつまれ、人やまち、文化を育む、安全・安心なまち、 あきる野

面積、73.47平方キロメートル
人口、78,559人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、1,069人
市制施行ねん、平成7年
あきる野市の花、キク
あきる野市の木、モクセイ
あきる野市の鳥、セキレイ

名前の由来
市域一帯が古来、あきる郷に属し、市内にある、こ社もあきる神社と呼ばれていることや、地域発展の受け皿として期待されている平坦部をあきる台と呼ぶなど、「あきる」の名称が古くから親しまれてきたことによる。

名所・旧跡
あきがわ渓谷、あきる神社、だいひがんじ、二宮神社、こうとくじ、あきがわ渓谷せおとの湯など

写真、あきがわ渓谷のシンボル、「いしぶねばし」
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瑞穂まちのプロフィール

すみたいまち、つながるまち、あたらしいまち
～“そうぞう”しよう、みらいにずっとほこれるみずほ～

面積、16.85平方キロメートル
人口、31,968人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、1,897人
町制施行ねん、昭和15年
瑞穂まちの花、ツツジ、茶の花
瑞穂まちの木、モクセイ、松
瑞穂まちの鳥、ヒバリ

名前の由来
町制施行（昭和15年）当時の東京府知事（岡田周造氏）の命名。

名所・旧跡
六道山公園、狭山池公園、瑞穂ビューパーク（スカイホール）、こうしん館、みずほエコパーク、さやまかたくりのさと、瑞穂まち郷土資料館「けやき館」など

写真、約20万株のカタクリが咲き誇る、都内随一の群生地、「さやまかたくりのさと」

日の出まちのプロフィール

みんなでつくろう日の出まち、『暮らしたくなるまち』の実現

面積、28.07平方キロメートル
人口、15,796人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、563人
町制施行ねん、昭和49年
日の出まちの花、サクラ、フジ
日の出まちの木、モミ
日の出まちの鳥、ウグイス

名前の由来
まちの西端に位置する「日の出山」のように、「日の出の勢いで成長するように」と命名。

名所・旧跡
日の出山、白岩の滝、国天然記念物・シダレアカシデ、東京都天然記念物・おおぐののフジ、日の出山荘（中曽根康弘・ロナルドレーガン日米首脳会談記念館）、ひのでみつさわ つるつる温泉、ひので野鳥の森自然公園など

写真、名前の由来でもある「日の出山」、山頂上空からの眺望
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檜原村のプロフィール

自然に育まれ、活力と幸せあふれる、檜原村

面積、105.41平方キロメートル
人口、1,902人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、18人
そん制施行ねん、明治22年
檜原村の花、ヤマブキ
檜原村の木、ヒノキ
檜原村の鳥、ウグイス

名前の由来
平安末期、源氏の武将、平山すえしげの、知行地となり、鎌倉幕府の繁栄とともに「柏の庄」と呼ばれ、檜はかしわとも読まれるので、名付けられたと言われている。

名所・旧跡
ほっさわの滝、かのと岩、くちどめばんしょ跡、檜原城址、檜原温泉センター数馬の湯、重要文化財・小林家住宅、檜原、森のおもちゃ美術館など

写真、東京都指定天然記念物、「かのと岩」、年間を通して雄大な景色を楽しむことができる、多摩地域で唯一の「村」は東京都の奥座敷といわれる

奥多摩まちのプロフィール

OKUTAMA、リ：デザイン 、～ わたしがつくる、わたしたちの奥多摩へ ～

面積、225.53平方キロメートル
人口、4,369人、令和8年1月1日時点
人口密度、1平方キロメートル当たり、19人
町制施行ねん、昭和30年
奥多摩まちの花、ミツバツツジ
奥多摩まちの木、スギ
奥多摩まちの鳥、ヤマドリ

名前の由来
多摩の奥にある観光のまちとして知られ、一大観光のまちとして発展することが望ましいということで、昭和30年に、こり村、氷川町、おごうち村が合併し、奥多摩まちと名付けられた。

名所・旧跡
奥多摩湖（おごうちダム）、にっぱら鍾乳洞、奥多摩温泉もえぎの湯、倉沢のヒノキ、数馬の切通しなど

写真、奥多摩湖は、東京都の貴重な水源、都民の利用する水の約2割を供給する
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西多摩地域は、東京都多摩地域西部の地域めいです。
青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂まち、日の出まち、檜原村、奥多摩まちの、4市3町1村で構成されます。

西多摩地域の特性と課題

・総面積の約70％超を占める広大な森林、多摩川・秋がわ・平井川等の豊かな自然
圏域西部は、「秩父多摩、甲斐国立公園」に指定され、観光資源・都民の憩いの場
・多摩地域内で最大の製造ひん出荷額を誇る、盛んな製造業
・首都圏中央連絡自動車道、略称、けんおうどうを通じ、全国とのアクセスが向上した道路交通網
・JR青梅線・いつかいち線・はちこう線をはじめ、利便性の向上が課題となる公共交通機関
・人口は既に減少局面にあり、多摩地域内で最も高い高齢化率
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